
　（別紙４（２）） 事業所名　グループホームジョイア矢作

目標達成計画 作成日：　平成２９年１月２７日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容 目標達成に要する期間

1 26

介護計画とモニタリングの強化 介護計画の内容を、より支援へと結
びつけていく

職員一人一人に担当を設け、ご利用者
様への生きがいと楽しみを行う時間を
作っていく個別ケアを設定する。 ６ヶ月

2 11

職員変更が大幅にあり、意見交換、提
案の反映について今一度見直す必要
がある。

職員変更があり、意見の交換、提案
の仕方について今一度見直し、より
深く行えるようにする。

ユニット会議などにおける議事録の回
覧、申し送りの仕方、朝礼のやり方を今
一度見直していく。 ６ヶ月

3 2

地域交流スペースがあるが、地域の
方、ご家族様の参加の機会がまだま
だ少ない。

地域の方々との交流が行える機会を
増やす。また、ご家族様もより積極的
に参加いただけるようにする。

地域の方々のと接点を作る。ご家族様が
参加しやすいイベントを作っていく。

１２ヶ月

4 33

看取りの向き合い方、知識について勉
強が必要。ホーム内で看取り支援を
行ったが、当時の職員がほとんどいな
くなってしまっている。改めて、看取り
の勉強、向き合い方について学ぶ必
要がある

看取り支援を行う事になった時も、適
切な対応が出来る。より良い最期に
ついて、職員一人ひとりが考えられる
ようにする。

勉強会の実施、普段より見取りとは何な
のか、よりよい最期とは何かについて学
ぶ機会を作る。 １２ヶ月

5 35

水害の恐れのある地域である。水害
対策に向け、ホームとしての役割をよ
り認識していく必要がある

水害が起こった時のホームのあり
方、対応を知り、行う事が出来る。

地域の避難訓練などに参加をし、ホーム
の立ち位置を知る。地域交流スペースを
活用し、避難訓練を行う。 １２ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目のNo.を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取
り組む具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　


